
東邦大学医学部内科学講座膠原病学分野（大森）

後期研修医9名、前期研修医9名が選択研修してくれました。
学会での症例発表もしてくれました。
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基礎研究
• 医学部7F 総合実験室に膠原病科ラボスペース

• 臨床現場で生じる、基礎的疑問について研究を進めています。

• 施設も充実。独自の実験室。細胞培養、動物、実験機器など豊富。

研究内容の一部

• 関節リウマチと口腔内microbiome

• 間質性肺炎モデルマウスと肺内microbiomeの関与

• 間質性肺炎モデルマウスとCX3CL1

• SLE患者の病態形成における腸内microbiomeの解析

• 単球の破骨細胞分化に対するCX3CL1の影響



臨床研究

都内でも有数の症例数を有しており非常に豊富な臨床経験を得ることが出
来る。豊富な症例数による多くの臨床研究を行っている。

• ステロイド骨粗しょう症におけるテリパラチドの研究

• ステロイド骨粗しょう症におけるロモソズマブの研究

• 関節リウマチ患者のメタボローム解析による病態解明

• 膠原病疾患におけるCOVID19感染症について

2021年6月20日掲載 読売新聞社



膠原病疾患における新規治療薬

• Rituximab

自己抗体を産生する抗体産生細胞はB細胞から成熟することから、B細胞除去療法が考案される。キメ
ラ型抗CD20抗体rituximabはB細胞上に発現するCD20分子を標的に細胞障害性に働く抗体製剤である。
ＡＮＣＡ関連血管炎に適応として承認されていたが、2021年強皮症に適応として承認された。

• Belimumab

ヒト免疫グロブリンのG1λモノクローナル抗体で、ヒト可溶性BLyS特異的阻害剤である。可溶性BLyS
のB細胞への結合を阻害することでB細胞の生存を阻害し、B細胞の免疫グロブリン産生する形質細胞
への分化を抑制させる。2017年9月にＳＬＥの適応が承認された。

• ヒドロキシクロロキン

抗マラリア薬として開発され、皮膚エリテマトーデス(CLE)、SLE、関節リウマチの標準治療薬として使用
されていた。2015年7月にCLE、SLEの特に皮膚症状・倦怠感等の全身症状・筋骨格系症状等がある場
合に適応として承認された。

• Anifrolumab

I型インターフェロンα受容体のサブユニット1（IFNAR1）に結合し、I型IFNの受容体への結合を阻害し、
またIFNAR1の細胞内移行を誘導することによってその発現レベルも低下させ、I型IFNのシグナル伝達
を阻害する抗IFNAR1ヒト型免疫グロブリンG1κ（IgG1κ）モノクローナル抗体である。2021年9月に本邦
でＳＬＥの適応が承認された。
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膠原病科後期研修プログラムの例
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

内科専攻医1年目 膠原病科 内科系診療科

2年目 連携医療施設で膠原病科と内科系診療科ローテーション

3年目 内科系診療科 膠原病科

J-OSLERに沿って、とにかく漏れがないよう研修
まずは病棟業務、臨床の勉強をしっかりします
医師4・5年目には専門外来を開始（当科の強みのひとつです）
★並行して、後期研修中から研究を始められます！
★学会発表などの経験も多く積めます

連携病院の様子は？
出向先は足利赤十字病院、都立大塚病院、川崎市立井田病院
川崎市立川崎病院です。


